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計死亡退職勧奨退職定年退職退職理由

６人２人２人２人人　　数

表１ 職員の退職状況（平成２２年度分表１　職員の退職状況（平成２２年度分））

①
職
員
の
採
用
と
退
職
の
状
況

　
平
成
　
年
度
の
採
用
者
は
市
立
病
院
の

２２

看
護
師
３
人
で
す
。
ま
た
、
退
職
者
の
状

況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

②
職
員
数
の
状
況

　
本
市
で
は
適
正
な
組
織
規
模
を
目
指
し
、

機
構
改
革
に
よ
る
組
織
の
統
廃
合
や
指
定

管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
施
設
の
管
理
運

営
を
進
め
る
こ
と
で
、
職
員
数
を
抑
制
す

る
な
ど
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
新
た
な
行
政
課
題
や
変
化
に
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
計
画
的
な

①
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　
人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
給
す
る
給
与

の
ほ
か
、
共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
や
特

別
職
の
報
酬
な
ど
を
含
む
広
い
範
囲
の
費

用
を
い
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
表
３
室
１
）
。

人
件
費
の
う
ち
、
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、

扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手
当
、
民
間
企
業
の

賞
与
に
相
当
す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
を
あ

わ
せ
た
職
員
給
与
費
は
次
ペ
ー
ジ
表
３
室

２
の
と
お
り
で
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

職
員
の
任
免
及

職
員
の
任
免
及
びび

職
員
数
に
関
す
る
状

 
職
員
数
に
関
す
る
状
況況

職
員
の
給
与
の
状

職
員
の
給
与
の
状
況況

　
人
事
行
政
の
運
営
等
に
つ
い
て
「
歌
志
内
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
人
事
行
政
と
は
、
職
員
の
任
用
、
給
与
、
勤
務
条
件
、
服
務
、
研
修
な
ど
職
員
に
適
用

さ
れ
る
基
準
や
決
ま
り
ご
と
全
般
を
い
い
ま
す
。
公
表
は
、
こ
う
し
た
人
事
行
政
の
運

営
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
公
正
性
と
透
明
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

こ
の
お
知
ら
せ
で
用
い
て
い
る
数
値
は

「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」

「
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」

「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
な
ど

国
が
統
一
し
た
基
準
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
行
う
調
査
を
も
と
に

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す

問い合わせ

庶務企画グループ

市役所３階

（緯４２～３２１２）

定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
各
部
門
別
職
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

主な増減理由
対前年

増減数

職員数区　分

２３年２２年部　門

０ （０）２ （２）２ （２）議 会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

学組織体制の見直しによる減▲１（▲１）２６（２６）２7（２７）総 務

学　同　上▲１ （崖）６ （崖）７ （崖）税 務

０ （０）４ （４）４ （４）商 工

学組織体制の見直しによる減▲１（▲２）８ （７）９ （９）土 木

学　同　上▲１（▲１）１７（１４）１８（１５）民 生

学組織体制の見直しによる増２ （２）７ （３）５ （１）衛 生

▲２（▲２）７０（５６）７２（５８）小 計

学退職者不補充▲２ （１）１３（１０）１５ （９）教育部門

０ （崖）２３ （崖）２３ （崖）消防部門

▲２ （１）３６（１０）３８ （９）小　　計

０ （１）２７ （４）２７ （３）病 院公
営
企
業
等

会
計
部
門

０ （０）１ （１）１ （１）下水道

０ （０）２ （２）２ （２）その他

０ （１）３０ （７）３０ （６）小 計

▲４ （０）１３６（７３）１４０（７３）合　　　計
携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

 市
職
員
の
給
与
・
職
員
数
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※（※（ ））内は、一般行政職の職員数です内は、一般行政職の職員数です。。
※本表の職員数には、一般職に属する職員として教育長を含んでいます※本表の職員数には、一般職に属する職員として教育長を含んでいます。。

表２ 部門別職員数の状況と主な増減理由表２　部門別職員数の状況と主な増減理由((各年４月１日現在、単位：人)各年４月１日現在、単位：人)

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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表３－１ 人件費の状況（平成２２年度普通会計決算表３－１　人件費の状況（平成２２年度普通会計決算））

２１年度の

人件費率

人件費率

（Ｂ／Ａ）

人件費

（Ｂ）

歳出額

（Ａ）

住民基本台帳人口

（平成２３年３月３１日現在）

２０．２％２１．９％１０億４４万７千円４５億６，８５１万円４，４２５人

表３－５ 一般行政職の初任給の状表３－５　一般行政職の初任給の状況況

 （平成２３年４月１日現在（平成２３年４月１日現在））

国歌志内市区　　分

１７２，２００円１７２，２００円大　学　卒

１５２，８００円１５２，８００円短　大　卒

１４０，１００円１４０，１００円高　校　卒

※市は給料月額について削減措置を行ってい※市は給料月額について削減措置を行っていまま

すが、上記は削減前の額ですすが、上記は削減前の額です。。

表３－表３－６６　一般行政職の経験年数別・学歴別平一般行政職の経験年数別・学歴別平均均

給料月額の状況給料月額の状況 （平成２３年４月１日現在（平成２３年４月１日現在））

２０年以上

２５年未満

１５年以上

２０年未満

１０年以上

１５年未満
区　分

２９８，６２３円２９０，４８５円－大学卒

３１０，８９９円２５５，９６２円２３５，２６３円短大卒

２９４，０４３円２６０，１１２円－高校卒

グラフ１ ラスパイレス指数の状グラフ１　ラスパイレス指数の状況況

（各年４月１日現在 （各年４月１日現在））

表３－４表３－４　平均年齢、平均給料月額及び平均給平均年齢、平均給料月額及び平均給与与

月額の状況 （平成２３年４月１日現在月額の状況 （平成２３年４月１日現在））

技能労務職一般行政職区　　分

５８．０歳４３．８歳平 均 年 齢

２８８，２０４円３０３，４３０円平均給料月額

３２８，３０４円３５３，５５１円平均給与月額

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■人事行政の運営等の状況

　
本
市
で
は
、
財
政
状
況
の
悪
化
に
伴
う

経
費
削
減
策
と
し
て
、
平
成
　
年
度
か
ら

１２

給
与
の
削
減
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
給
　
料

　
職
員
の
給
料
は
、
給
料
表
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
給
料
表
は
、
職
種
に

よ
っ
て
行
政
職
や
医
療
職
に
区
分
さ
れ
、

職
務
の
内
容
と
責
任
の
度
合
い
に
応
じ
た

い
く
つ
か
の
級
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
も
多
く
の
職
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る

行
政
職
給
料
表
は
１
級
か
ら
６
級
ま
で
あ

り
、
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
は
表
３

室
３
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
行
政
職
等
の
平
均
年
齢
や

平
均
給
料
月
額
な
ど
に
つ
い
て
は
表
３
室

４
か
ら
表
３
室
６
ま
で
の
と
お
り
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
　２３

年
度
も
引
き
続
き
各
給
料
表
に
お
い
て
職

務
の
級
別
に
給
料
月
額
の
５
～
８
％
の
削

減
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
１
は
、
本
市
職
員
の
給
与
水
準

を
類
似
団
体
平
均
並
び
に
全
国
市
平
均
と

比
較
し
た
も
の
で
す
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
と
は
、
職
員
の
給
与
水
準
を
比
較
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
指
数
で
、
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を
　
と
し
た
場
合
の
地
方

１００

公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、

類
似
団
体
平
均
と
は
、
人
口
規
模
や
産
業

構
造
が
類
似
し
て
い
る
団
体
の
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
を
単
純
平
均
し
た
も
の
で
す
。

表３－２ 職員給与費の状況（平成２２年度普通会計決算表３－２　職員給与費の状況（平成２２年度普通会計決算））

１人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）

給　　　　　　与　　　　　　費職員数

（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　　料

５３５万５千円５億８，３７３万１千円１億３，８７５万３千円５，６４３万６千円３億８，８５４万２千円１０９人

※職員手当には退職手当を含みません※職員手当には退職手当を含みません。。

表３－３ 一般行政職の級別職員数の状況 （各年４月１日現在表３－３　一般行政職の級別職員数の状況 （各年４月１日現在））

６　級５　級４　級３　級２　級１　級区　分

課長・局長

・事務長
主幹・室長

主任主査・

主査
主査・主任主事・技師主事・技師標準的な職務内容

１１人６人６人３７人１１人２人平成２２年職
員
数 １１人８人６人３５人１１人２人平成２３年

※一般行政職とは医療職や教育職、消防職などを除く事務職員です※一般行政職とは医療職や教育職、消防職などを除く事務職員です。。
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※ [※ [　]内は、削減措置前の支給割合です]内は、削減措置前の支給割合です。。

表３－表３－７７ 期末・勤勉手当支給割合（平成２３年４月１日現在　期末・勤勉手当支給割合 （平成２３年４月１日現在））

国歌 志 内 市区　　分

本市と同じ期末２．６０月分・勤勉１．３５月分支給割合

同　左

５～２０％

職制上の段階、職務の級等に

よる加算措置（役職加算）

０％ [５～１５％]

加算措置

表３－表３－８８　退職手当支給割合等退職手当支給割合等 （平成２３年４月１日現在（平成２３年４月１日現在））

国
歌 志 内 市

区　分
勧奨・定年自己都合

自己都合による退

職及び勧奨・定年

による退職とも本

市と同じ

３０．５５月分２３．５０月分２０年勤
続
年
数

４１．３４月分３３．５０月分２５年

５９．２８月分４７．５０月分３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

本市と同じ
定年前早期退職特例措置

（２～２０％加算）

そ の 他 の

加 算 措 置

※平成２２年度の１人当たり平均支給額 １，９２８万4千※平成２２年度の１人当たり平均支給額　１，９２８万4千円円

表３－表３－９９ 時間外勤務手当の状　時間外勤務手当の状況況

平成２２年度平成２１年度区　　　分

８８８万１千円１，００１万３千円支　給　総　額

７８，０００円８１，０００円職員１人当たり平均支給年額

表表４４ 勤務時間と休日等の状　勤務時間と休日等の状況況

（平成２３年４月１日現在 （平成２３年４月１日現在））

午前８時３０分始　　業

午後５時１５分終　　業

正午～午後１時休憩時間

土・日曜日週 休 日

祝日、年末年始（１２月３０

日～１月４日）
休　　日

③
職
員
手
当

敢
期
末
・
勤
勉
手
当

　
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
給
料
と
扶
養
手

当
の
合
計
額
に
表
３
室
７
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
役
職
に
応
じ
て
支
給
す
る
役
職

段
階
別
加
算
措
置
に
つ
い
て
は
凍
結
し
て

い
ま
す
。

柑
退
職
手
当

　
退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
月
額
に
、

退
職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
支
給
割
合
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

　
支
給
割
合
は
、
本
市
が
加
入
し
て
い
る

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
条

例
で
表
３
室
８
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

桓
そ
の
他
の
手
当

　
時
間
外
勤
務
手
当
の
状
況
は
表
３
室
９
、

扶
養
手
当
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
は
次
ペ
ー

ジ
表
３
室
　
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す

１０

（
病
院
事
業
職
員
を
除
く
）
。

④
特
別
職
の
報
酬
な
ど

　
特
別
職
で
あ
る
市
長
等
の
給
料
、
市
議

会
議
員
の
報
酬
月
額
な
ど
の
状
況
は
次
ペ

ー
ジ
表
３
室
　
の
と
お
り
で
す
。

１１

　
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
給
与

等
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

職
員
の
勤
務
時
間

そ
の
他
勤
務
条
件
の
状
況

　
職
員
の
標
準
的
な
勤
務
時
間
と
休
日
は

表
４
の
と
お
り
で
す
。

　
休
暇
の
種
類
に
は
、
有
給
休
暇
の
年
次

有
給
休
暇
、
病
気
休
暇
、
各
種
特
別
休
暇

及
び
無
給
休
暇
の
介
護
休
暇
、
組
合
休
暇

が
あ
り
ま
す
。
年
次
有
給
休
暇
は
年
間
　２０

日
付
与
さ
れ
、
平
成
　
年
に
お
け
る
一
般

２２

職
員
の
平
均
取
得
日
数
は
７
・
１
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
分
限
及
び

 

懲
戒
処
分
の
状
況

　
職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
で
「
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤

務
し
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
全

力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
服
務
の
根
本
基
準
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
準
に
基
づ
き
、「
職
務
命
令
に
従

職
員
の
服
務
の
状
況

①
分
限
処
分
の
状
況

　
職
員
が
、
一
定
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の

職
責
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
、
職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益

な
身
分
上
の
変
動
を
も
た
ら
す
処
分
を
分

限
処
分
と
い
い
、
降
任
、
免
職
、
休
職
、

降
給
の
４
つ
の
処
分
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
心
身
の
故
障
に
よ
る

２２

休
職
処
分
が
５
件
あ
り
ま
し
た
。

②
懲
戒
処
分
の
状
況

　
職
員
の
一
定
の
義
務
違
反
に
対
す
る
道

義
的
責
任
を
問
い
、
公
務
に
お
け
る
規
律

と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
職
員
に

制
裁
と
し
て
科
す
る
処
分
を
懲
戒
処
分
と

い
い
、
戒
告
、
減
給
、
停
職
、
免
職
の
４

つ
の
処
分
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
１
件
の
懲
戒
処
分
が
あ

２２

り
ま
し
た
。
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支給職員１人当た

り平均支給年額

（平成２２年度決算）

国の制度

（異なる内容）
内容及び支給単価　手当名

２２８，９６４円同　じ

　配偶者や子など扶養親族を有する職員に、扶養親族の

区分に応じて支給されます。

扶 養

手 当

８８，９４０円
借家は同じ

持ち家はなし

　住宅を借りて家賃を支払っている職員や、住宅を所有

し居住する職員に、住居の区分に応じて支給されます。

住 居

手 当

３８，５６６円

交通機関利用

者は同じ

自家用車使用

者は距離に応

じ２，０００円 か

ら２４，５００円の

範囲内で支給

　通勤距離が片道２km以上の職員に、交通手段の区分に

応じて支給されます。

通 勤

手 当

２１１，６６４円
官職に応じ、

定額を支給

　管理職員に対し、給料月額に役職に応じた支給率を乗

じた額が支給されます。
管理職

手 当

１０２，５５２円同　じ

　毎年１１月から３月まで、その月の初日における職員の

区分に応じて支給されます。

寒冷地

手 当

表３－１０ 職員手当の状況 （平成２３年４月１日現在表３－１０　職員手当の状況 （平成２３年４月１日現在））

１３，０００円配 偶 者

１人につき６，５００円扶養親族

１６歳から２２歳までの子１人につき５，０００円加算特定加算

家賃が１２，０００円を超える場合に家賃に応じて

支給（２７，０００円を限度）
借　 家

５，０００円の範囲内で支給（新築または購入後５

年間は２，５００円を加算）
持 ち 家

６か月定期券等の価格での一括支給を基本と

して、月当たり５５，０００円を限度に支給

交通機関

利 用 者

通勤距離２km以上５km未満は２，０００円、５km

以上は４，１００円を支給

自家用車

使 用 者

２６，３８０円世帯主で扶養親族のある職員

１４，５８０円世帯主で扶養親族のない職員

１０，３４０円上記以外の職員

支給率５％（削減措置前の支給率８％）課 長 等

支給率５％（削減措置前の支給率７％）主 幹 等

表３－１１ 特別職給与等の状況 （平成２３年４月１日現在表３－１１　特別職給与等の状況 （平成２３年４月１日現在））

※（ ）内は、削減措置前の月額です※（　）内は、削減措置前の月額です。。

※期末手当の役職による加算措置は廃止しています※期末手当の役職による加算措置は廃止しています。。

期 末 手 当 の

支 給 割 合
給料・報酬月額区 分

３．９５月分
６２２，０００円（８３０，０００円）市 長

５４０，０００円（６７５，０００円）副 市 長

３．９５月分

２３２，４００円（３３２，０００円）議 長

２０６，５００円（２９５，０００円）副 議 長

１８９，０００円（２７０，０００円）議 員

■人事行政の運営等の状況

う
義
務
」
「
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
」
「
秘

密
を
守
る
義
務
」
「
職
務
に
専
念
す
る
義

務
」
「
政
治
的
行
為
の
制
限
」
「
争
議
行
為

等
の
禁
止
」
「
営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
」

な
ど
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
服
務
規
律
の
遵
守
や
交
通
事

故
防
止
な
ど
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
、

服
務
規
律
保
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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①
健
康
診
断
の
状
況

　
職
員
の
健
康
を
確

保
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
健
康
診
断

の
受
診
状
況
は
、
表

６
の
と
お
り
で
す
。

②
公
務
災
害
と
通
勤

災
害
の
状
況

　
職
員
の
公
務
中
ま

た
は
通
勤
途
上
の
災

害
は
、
地
方
公
務
員

災
害
補
償
法
に
基
づ

き
補
償
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
公
務
・
通
勤
災
害
は
あ

２２

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

研修の内容受講者数研修区分

北海道市町村職員研修

センター研修など
１２人

研 修 所

研 修

専門知識及び技術の習

得のための研修
６７人

各種専門

研 修

除細動器の取り扱い研

修など
９４人

職 場 内

研 修

接遇研修など１５人特別研修

表５表５　職員研修の実施状況（平成２２年度職員研修の実施状況（平成２２年度））

表表６６ 健康診断の受診状　健康診断の受診状況況（平成２２年度）（平成２２年度）

受診者数対象者数区　　分

１０４人１１２人総合健診（人間ドック）

２７人２７人定 期 健 診

■人事行政の運営等の状況

職
員
の
研
修
及
び

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
及
び

 

利
益
の
保
護
の
状
況

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

公
平
委
員
会
の
報
告

①
研
修
の
状
況

　
職
員
研
修
は
、
職
員
の
能
力
向
上
や
市

全
体
の
公
務
能
率
の
維
持
増
進
を
目
的
に
、

北
海
道
や
他
の
自
治
体
と
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
研
修

の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
職
員
研
修
の
状
況
は
表

２２

５
の
と
お
り
で
す
。

①
措
置
要
求
・
不
服
申
し
立
て
の
状
況

　
職
員
は
、
給
与
や
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
し
、
公
平
委
員
会
に
対
し

て
、
適
当
な
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
要

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
懲
戒

そ
の
他
意
に
反
す
る
不
利
益
な
処
分
を
受

け
た
場
合
は
、
公
平
委
員
会
に
対
し
て
不

服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
こ
う
し
た
措
置
要
求

２２

や
不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

　
職
員
の
昇
任
、
昇
給
、
人
事
異
動
な
ど

は
、
各
任
命
権
者
が
職
員
の
能
力
や
適
性

等
を
総
合
的
に
判
断
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
う
た
し
な
い
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
の
紙
面

づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、　

月
　
日
か

１０

２８

ら
　
月
９
日
ま
で
の
間
に
市
内
８
か
所
で

１１
開
催
し
た
地
区
別
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
調
査
票
を
お
配
り
し

回
答
し
て
い
た
だ
く
方
法
に
よ
り
行
い
、

回
答
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
貴
重
な
ご
意

見
、
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
抜

粋
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
回
収
率

▼
調
査
票
配
布
　
１
１
９
人

▼
調
査
票
回
収
　
１
１
３
人
（
回
収
率
　９５

・
０
％
）

主
な
質
問
事
項
と
回
答

▼
改
善
し
て
ほ
し
い
点
（
複
数
回
答
可
）

▽
市
民
の
声
や
活
動
を
も
っ
と
紹
介
す
る

 

　
件
５８

▽
市
民
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
増
や

し
、
親
し
み
や
す
く
す
る
　
 

　
件
３４

▼
興
味
の
あ
る
記
事
（
複
数
回
答
可
）

▽
新
し
い
制
度
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

 

　
件
４２

▽
ま
ち
の
話
題
や
出
来
事
　
 

　
件
４０

▽
市
の
計
画
や
実
施
し
て
い
る
事
業
の
動

き
 

　
　
件
３５

そ
の
他
の
意
見
・
要
望

▽
国
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
、
住
民

へ
の
影
響
に
つ
い
て
掲
載
し
て
ほ
し
い

▽
特
に
重
要
な
記
事
に
つ
い
て
は
、
注
意

を
引
く
よ
う
な
工
夫
を
し
て
は
ど
う
か

な
ど
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
紹
介
や
写
真
掲

載
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
等
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
参
考

に
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
親
し
ま

れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
編
集
に
あ
た
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
行
事
等
で
広
報
職
員
が
写

真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
３
階

　
　
　
　
　
　
　
緯
４
２
～
３
２
１
２

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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広
報
「
う
た
し
な
い
」
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
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